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Mashed fresh entrails offish such as･a
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Tムecollected f一iesareclassified into 一arger
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HolSefly 一 三 ÷ ㍉ 宇 + ÷Falsestablefly
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4) An onym otlS:PestControl,25,28(1957).














































掛 ま土造りで南北 8m,東西 4m,高さ5m で南DU
に 50cm 四方の窓が1つ,西側に幅 2m の入口があ
る.
調査期間は 1954年5月30日rl1月3日の間, くん
.茶は前年にはおこなわなかったが,1951年には8月4
日より4日間 1000立方尺に1ポンドの割合でクロー
ルピク.)ンくん兼をおこなった (節1回).
,前年度に収超した玄米33位は10位ずつ一位揃式に5メ
1段につまれ,小麦は5つのフゴに入れて倉帖円の中央
､ 部につまれていた.初夏に収位された大麦はパラ杭み
のまま戸外で乾煉したのち,くん蒸時に20位を-抜群
･x京都大学段学部昆虫学研究室菜畝 茄318号.
161.
式に10位ずつ合作円に研み処理した.
玄米俵は調査期間中不定期に 2-3位ずつ放出され,
調査末期に大畠の搬出がおこなわれて最後には2位に
なったが,12回の調査中9回までは20位以上がつねに
収納されていた･･大麦は調査期間中に2位救出さ叫た
のみである.小麦も1フゴが放出されただけである.I
害虫の琵類および個体数は,主としてトラップによ
り調べたが,祁助的に抜き取り法と樟識法を班用した.
トラップは,GOldip.㌔Lの例にならい市販め粉石鹸と
水を 6:500の割合でよく混ぜ, 高さ2.7cm,荏
ll.3cm のバットに入れ毎回 20-25個を雌内に立体
的に設起した 約5ケ月の調査期間中に大体等間隔の
r ■ILtll.丁･.-~一-1l
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Fig.1.IllStrat三〇nofthepremisesinvestigated.
+.:releasedpointofmarkedriceweevils.
● :positionoftrap.
